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●このたびは東芝マルチシステムエアコンを
お買い上げいただき、まことにありがとう
ございました。

●この商品を安全に正しく使用していただく
ために、お使いになる前にこの取扱説明書
をよくお読みになり十分に理解してくださ
い。

●お読みになった後は、お使いになる方がい
つでも見られるところに必ず保管してくだ
さい。また、お使いになる方が代わられた
場合は必ず本書をお渡しください。

●据付説明書を販売店または工事店から必ず
受け取って保存してください。

●保証書を必ずお受け取りください。

東芝マルチシステムエアコン

取扱説明書〈蓄熱ユニット〉

もくじ

RBM-CT250T
RBM-CT250W

形名
蓄熱ユニット

本書は蓄熱ユニット、蓄熱リモコンおよび蓄熱
用ウィークリータイマーの取扱説明書です。
室内ユニットおよび室外ユニットについては、
別冊の取扱説明書をお読みください。
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警告

安全上のご注意

据
え
付
け
上
の
警
告

据え付けは、お買い上げの販売店または専門
業者に依頼する
据え付けには専門の知識と技術が必要です。
ご自分で据え付け工事をされ不備がある
と、火災・感電・けが・水漏れなどの原因に
なります。

加湿器などの別売品は、必ず弊社指定の製品を使用して
ください。指定以外の製品を使用すると、火災・感電・
水漏れなどの原因になります。また、取り付け
は専門の業者に依頼してください。

据え付けを依頼する

小部屋に据え付ける場合は万一冷媒が漏れても
限界濃度を超えない対策を行う

限界濃度を超えない対策について
は、販売店と相談して据え付けて
ください。万一、冷媒が漏洩して
限界濃度を超えると酸欠事故の原
因になります。

別売品は必ず弊社指定の製品を使用する

指定製品を使用する

アース工事が正しく行われているか確認する

法律によりＤ種接地工事が必要です。アースが不完
全な場合は、感電の原因になります。

限界濃度を超え
ない対策をする

アースを確認する

使
用
上
の
警
告

長時間冷風を身体に直接当てたり、冷やし過
ぎないようにする

体調悪化・健康障害の原因になります。

内部でファンが高速回転しておりますので
けがの原因になります。

空気の吸込口や吹出口に指や棒などを入れない

禁　止 禁　止

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止して手元電源スイッチを切り、お買い上げの販
売店または東芝家電修理ご相談センターへ連絡する
異常のまま運転を続けると火災・感電・故障などの原因になります。

手元電源スイッチを切る

エアコンが冷えない・暖まらない場合は、冷媒の漏れが原因のひとつと考えられるので、
お買い上げの販売店に相談すること冷媒の追加を伴う修理の場合は、修理内容をサービ
スマンに確認する
エアコンに使用されている冷媒は安全です。
冷媒は通常漏れることはありませんが、万一、冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター・
ストーブ・コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

強　制

“取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または
重傷（＊1）を負うことが想定される内容”
を示します。

“取り扱いを誤った場合、使用者が傷害（＊2）を
負うことが想定されるか、または物的損害（＊3）
の発生が想定される内容”を示します。

＊1:重傷とは、失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が
残るものおよび治療に入院・長期の通院を要するものをさします。

＊2:傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などをさします。
＊3:物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。

は、指示する行為の強制（必ずすること）を示
します。具体的な指示内容は、図記号の中や近く
に絵や文章で指示します。

図記号の説明表示の説明
は、禁止（してはいけないこと）を示します。

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文
章で指示します。禁 止

指 示

注 意

は、注意を示します。
具体的な注意内容は、図記号の中や近くに絵や文
章で指示します。

●お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に関する重大な内容を記載しています。つぎ
の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。
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据
え
付
け
上
の
注
意

ドレン配管が、確実に排水するように
施工されているか確認する
配管工事に不備があると水漏れをおこし、
家財などをぬらす原因になります。

移
設
・
修
理
な
ど
の
警
告

エアコンを移動・再設置する場合は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する

据え付けに不備があると火災・感電・けが・水漏れなどの原因になります。

改造は絶対にしない

修理に不備があると火災・感電などの原因に
なることがあります。

漏電ブレーカーが取り付けられているか確認
する

法規上漏電ブレーカーの取り付けが必要です。
漏電ブレーカーが取り付けられていないと感電
の原因になります。

可燃性ガスの漏れる恐れのない場所に
設置されているか確認する
万一ガスが漏れてユニットの周囲に溜まると
発火の原因になることがあります。

警告

注意

禁　止

移設を依頼する

ドレン排水を確認する 漏電ブレーカーを確認する

据付場所を確認する

使
用
上
の
注
意

長期使用で据付台などが傷んでいない
か確認する

傷んだ状態で放置するとユニットの落下に
つながりけがなどの原因になります。

動植物に悪影響を及ぼす原因になります。

エアコンの風が直接あたる場所には動
植物を置かない

ユニット内部に浸水して電気絶縁が
劣化し、感電の原因になります。

針金や銅線を使用すると火災や故障の原因になります。
電源は必ず定格電圧でエアコン専用の回路をご利用ください。

ユニットの上に花瓶など水の入った容
器を載せない

発火の原因になります。

可燃性スプレーなどをエアコンの近くに置い
たり、エアコンに直接吹きかけない

エアコンを水洗いしない

換気が不十分な場合は酸素不足の原因に
なります。

燃焼器具といっしょに運転するときは、
こまめに換気をする

燃焼器具の不完全燃焼の原因になります。

エアコンの風が直接あたるところに燃焼器
具を置かない

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存などの特殊用途には使用しない

品質低下の原因になります。

ぬれた手でスイッチを操作しない

感電の原因になります。

掃除をするときは、必ず運転を停止して
手元電源スイッチを切る

正しい容量のヒューズ以外は使用しない

内部でファンが高速回転していますのでけが
の原因になります。

感電の原因になります。

禁　止

換気する据付台を確認する

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止 手元電源スイッチを切る

正しいヒューズを使用する

室外ユニット、蓄熱ユニットが基礎に固定さ
れているか確認する
基礎に固定しないと転倒などによる事故の原因
になることがあります。 固定方法を確認する

火災・感電などの原因になります。

修理はお買い上げの販売店に依頼するか、
東芝家電修理ご相談センターに連絡する

依頼する
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各部のなまえ

ドレン排水管接続口�
（オーバーフロー管）�

電源・制御配線�
接続口�

排水管接続口�

給水管接続口�  冷媒配管接続口�
（室外液側・室内液側・ガス側）�

蓄熱ユニット

蓄熱リモコン（別売）�
RBC-AZ1

蓄熱用ウィークリータイマー（別売）�
RBC-EXW1P
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表示部
タイマー表示

接続してご使用のタイマー
運転状態を表示します。

運転表示

運転中に表示します。

利用／動作中表示

蓄熱利用中または蓄熱動作
中の運転状態を表示します。
給水中は、利用／動作中を
点滅表示します。

運転切換表示

蓄熱運転モードを表示します。

点検表示

点検モード中に表示します。
●水温表示部に蓄熱ユニット
番号、試運転時間表示部に
不具合の内容を表わす点検
番号を表示します。

水温表示

蓄熱ユニット（親）の槽内
水温を表示します。
0～30℃（2℃刻み）
蓄熱ユニットの水槽に水が
張られていない場合、0℃と
55℃を交互に表示します。

試運転時間表示

試運転サービス時の残時間
を表示します。

表 示 部

表示例は説明のため全て表示してあります。
実際は選択した内容の表示となります。

お願い
● 試運転・ユニット番号切換・点検スイッチはサービス時に使用し
ます。通常は操作しないでください。

操作部

試運転スイッチ

試運転サービス時に使用します。

ユニット番号切換スイッチ

希望の試運転ユニット番号
を表示選択するときに使用
します。

運転／停止スイッチ

運転ランプ

運転切換スイッチ

希望の運転モードを表示、選択
します。

点検スイッチ

点検チェック時に使用します。

操 作 部

各スイッチを押し希望の運転を選択します。

蓄熱リモコンのなまえとはたらき

蓄熱ユニットに水が張られて
いない場合は、蓄熱リモコン
の運転／停止スイッチを押し、
運転ランプ(LED(赤))点灯後、
自動的に給水を開始します。
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準　備
● 手元電源スイッチを入れると 運転 ランプ（赤）が点滅します。これは、運転を停止しているときです。
前回手元電源スイッチを切ったときに運転中であれば、運転 ランプが点灯し、自動的に運転を再開します。

運転ランプが消えます。

運転ランプが点灯します。

●「運転」を表示します。
●ご使用のタイマー設定内容により「タイマー」「入」または
「切」を表示します。
●しばらくしてから
タイマー入のとき
蓄熱（製氷または温水生成）運転動作中に「動作中」を表示
します。
蓄熱運転中は　室内ユニットを運転しないでください。

タイマー切のとき
蓄熱利用運転中に「利用中」を表示します。
「利用中」は蓄熱（夜間に作った氷または温水）を利用して
冷房運転または除霜運転を行っています。

●運転を停止すると運転ランプと「運転」・「タイマー」・
「入／切」・「利用／動作中」表示は消え、他の表示は残り
ます。

停　止

運　転

運転／停止 を押す

運転／停止 を押す

● 冬季において、蓄熱ユニット内の水を入れたまま本システムを使用しない場合も、システムの電源を全て入
れた状態で、蓄熱リモコンの運転をON・蓄熱用ウィークリータイマーを、22：00から翌日8：00までの
間、毎日「入」になるように設定した状態にしておいてください。蓄熱ユニット内の水が凍結し、故障の原
因となります。

●蓄熱（製氷・温水生成）運転または給水中では、室内ユニットを運転しないでください。
運転しても、冷房・暖房運転はできません。

●蓄熱タイマー運転を行うために別売
品のウィークリータイマー（RBC-
EXW1P）や市販タイマーなどを接
続し、あらかじめ冷房蓄熱（製氷）運
転時間の予約を設定してください。
くわしくは各タイマーに付属の説明
書をご覧ください。
●22時から翌日の8時まで、毎日タ
イマー入になるようにタイマーを設
定します。この設定された時間内に
冷房蓄熱（製氷）または暖房蓄熱（温
水生成）運転を行います。
蓄熱運転時刻の設定は電力会社との
契約で決められていますので設定を
変更しないでください。

お願い

ボタンを押すたびに

は、外気温に応じて、冷
房蓄熱と暖房蓄熱を自動的に選択し
ます。通常は、 でお使い
ください。

冷房蓄熱

暖房蓄熱

ドライ

自動蓄熱

自動蓄熱

運転切換で運転の種類を選ぶ

自動蓄熱

蓄熱リモコンの正しい使いかた
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蓄熱用ウィークリータイマーについて
蓄熱用ウィークリータイマーの機能
1）1週間単位でタイマープログラム運転の設定が2パターンできます。（本システムでは1パターンのみ使用します。）
2）1日2回の入切タイマー時刻を1分単位で設定できます。（本システムでは、入切タイマー時刻の設定は1日1回しか行いま
せん。）

3）24時間表示です。
4）1日のタイマープログラムの設定内容をわかりやすいようにバー表示します。
5）休日指定機能により、タイマープログラム運転を容易にキャンセルすることができます。
（本機能は蓄熱ユニットの故障時などにご使用ください）

6）一日解除設定により、設定内容を容易にクリアすることができます。
7）設定内容の確認が容易にできます。
8）72時間以内の停電ならば再セットの必要はなく、停電から復帰した場合は、停電する前のタイマープログラム状態で運転
します。

ユニット1 ユニット2 ユニット3 ユニット16

氷蓄熱ユニット（親）1系統最大16台まで�

蓄熱リモコン�
　 RBC-AZ1

蓄熱用ウィークリー�
タイマー�
　RBC-EXW1P

（システム概要）
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蓄熱用ウィークリータイマー操作部の
なまえとはたらき

（リモコンの取説抜粋）

※1：本システムでは「プログラム2」は使用しません。
※2：本システムでは使用できません。
※3：本機能は蓄熱ユニットの故障時などにご使用ください。
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蓄熱用ウィークリータイマーの正しい使いかた
（リモコンの取説抜粋）
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蓄熱用ウィークリータイマーの正しい使いかた
（つづき）

● 日曜日から土曜日まで、すべての曜日ごとに「入時刻１」を"22：00"、「切時刻１」を"翌日8：00"
になるように下記の方法で設定し、１週間分のプログラム設定を行ってください。
（「入時刻２」「切時刻２」は使用しないでください）
●タイマー入／切ランプ（赤）を点灯させてお使いください

蓄熱運転予約設定のお願い
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※1　本システムでは「入時刻1」を 22：00 に設定
してください。�

※2  本システムでは「切時刻1」を 翌日8：00 に設定してください。�

※1

※2

本システムでは�
使用しません。�
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蓄熱用ウィークリータイマーの正しい使いかた
（つづき）

●本システムでは基本的に休日設定は行いません。蓄熱ユニットの故障時などにお使いください。
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●本機能は設定を間違った場合にお使いください。
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確認と点検

冬期は寒冷地だけでなく、温暖な地域でも思わぬ寒波で気温が0℃以下になることがあります。配管が凍結すると減圧弁
および給水弁が破損する恐れがあります。したがって、凍結事故を防ぐため、地域の気候条件にあった凍結防止対策をし
てください。オーバーフロー管（PVC管使用の場合）へのヒータ施工は、接合部の抜けの原因となることがあるのでおや
めください。
冬季に電源をOFFした状態で放置すると水槽内の水が凍結し、水槽が破壊する恐れがあります。電源は年間を通して常
時ONとしてください。

1）給水は市水、上水または同等以上の水質を有する水を使用してください。
（クーリングタワー水や暖房用温水などは絶対に使用しないでください。）

2）公共の水道管から直接接続することはできません。公共の水道管から給水しなければならない場合
は、シスターン（型式認可取得済のもの）をご使用ください。

3）給水管施工後最初の給水の際は、排水弁を開け給水を行い、赤水が排水弁出口より排水される場合
は、赤水が排水されなくなるまで排水弁を開け放しにしてください。赤水が排水されず槽内に残っ
た場合、ステンレス水槽のさび発生・水漏れの原因となります。

お知らせ

●凍結する恐れがある配管各部に凍結防止ヒータを巻
き、通電によって凍結を防止する方法です。

●寒冷時は凍結防止ヒータに通電してください。

●長時間にわたって蓄熱運転をしない場合は、給水弁
を閉じ、排水弁および水抜弁を開き水抜きをしてく
ださい。

閉じている�

開いている�

閉じている状態�

開いている状態�

断熱材�

凍結防止ヒータ�

圧力計� 圧力計�

凍結防止ヒータ�

給水弁�

減圧弁� 水抜弁�

排水弁�

断熱材�

給水弁�

減圧弁� 水抜弁�

排水弁�

水を抜いてもこの部分の�
通電は必要です。�

ヒータは給排水管接続部�
まで確実に取り付けてく�
ださい。�

安全�
逃がし弁�

安全�
逃がし弁�

水配管の凍結防止について

凍結防止ヒータを巻く方法 水抜きをする方法
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水質チェックのフローチャート

現地にて接続する配管は、塩ビ管又はステンレス鋼管を使用してください。
炭素鋼管などを使用した場合、蓄熱熱交換器の鋼管腐食がおき冷媒漏れによるユニット故障が発生する場合が
ありますので注意してください。また、切削油が混入しないよう注意してください。

蓄熱ユニットは、蓄熱槽にステンレス鋼板、熱交換器に鋼管を使用しており、蓄熱用水として適正な水質を維
持する必要があります。蓄熱ユニットとしての性能を維持し、腐食を防止するため、必ず水道水（上水）を使
用し、かつ（社）日本冷凍空調工業会の水質基準に従ってください。

pH(25℃)�
電気伝導率(25℃)�
塩化物イオン�
硫酸イオン�
酸消費量(pH4.8)�
全硬度�
カルシウム硬度�
イオン状シリカ�
鉄�
硫化物イオン�
アンモニウムイオン�
残留塩素�
遊離炭酸�

[－]�
[mS/m]�
[mgCI－/L]�
[mgSO 2－/L]�
[mgCaCO3/L]�
[mgCaCO3/L]�
[mgCaCO3/L]�
[mgSiO2/L]�
[mgFe/L]�
[mgS2－/L]�
[mgNH ＋/L]�
[mgCI/L]�
[mgCO2/L]

7.0～8.0�
30以下�
50以下�
50以下�
50以下�
70以下�
50以下�
30以下�
0.3以下�

検出されないこと�
0.1以下�
0.3以下�

1.0以下 ※1

重曹投入によるpH調節�
�
孔食指数で管理�
孔食指数で管理�
孔食指数で管理�
軟水器で除去�
軟水器で除去�
�
フィルター除去�
重曹投入(pH値を上げる)�
�
金属防食剤の添加�
重曹投入(pH値を上げる)

4

4

基
準
項
目�

参
考
項
目�

項　　　目�
蓄熱槽の水質基準（JRA-GL02-1994より）�

お願い�
　蓄熱槽への供給・補給水は必ず水道水（上水）を使用のこと。�

※1 は、JRA-GL02-1994水質基準より厳しく管理します。�

単　位� 基　準　値� 基準値を超えた場合の対応�

下記のフローチャートに従い、水質チェックをお願いします。

7

pH測定範囲�

※3 市販のpH試験紙でpHを確認�
　推奨：アドバンテック東洋（株）�
　　　　商品コード　07010020�
　　　　黄色から黄緑色に変色した領域�

(中性) (アルカリ性側)

8 9 10

黄� 青紫�黄緑�

全硬度≦70mg�
&�

カルシウム硬度≦50mg

孔食指数≦－10

pH値≧8.6 ※3

試料水の水質チェック�

軟水機取付け ※2

規定量の重曹投入�

処　置　不　要�

YES

YES

YES

NO

NO

NO

※2 軟水器メーカ（オルガノ・栗田工業など）
に問い合わせ願います。�

現地接続用の給水配管

注水（給水）の水質について
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確認と点検（つづき）

試料水の採取
①蓄熱槽内に工事のごみなどの異物が入っていないことを確認して蓄熱槽に注水してください。もし、異物が
あるようなら取り除いてください。
②注水開始後しばらくの間、排水弁を開いたままの状態で、配管内の細かなごみや錆びを含んだ初期水を排出
してください。その後、排水弁を閉じ基準水位まで水を満たしてください。
③水質検査用の試料水は、給水系統ごとにグループ分けをしてその代表ユニットについて行います。試料水は
蓄熱槽に水を満たして1日程度放置してから、蓄熱槽の排水弁を開けて排水を約2リットル採取（必ず排水弁か
ら水を採取願います。）してください。

水質検査
④試料水は、標準水質表に示す基準項目と参考項目について最寄りの検査機関（有料）で検査してください。

水質検査結果の数値から、次式で示す孔食指数を計算してください。

WPI ＝�
100

－　44.9×E＋I

WPI ：孔食指数�
E：pH値�
F：酸消費量（mgCaCO3/L）�

出展先：腐食防食協会　第44回材料と環境討論会　C－305�
　　　　「空調機器銅コイルの孔食について」鹿島建設（株）　中島博志�

G：硫酸イオン（mgSO4    /L）�
H：塩化物イオン（mgCI－/L）�
 I ：係数…蓄熱槽内の水の場合　318�
　　　　…補給水の場合　　　　289

0.02×F
＋1

（G／48）＋（H／35）�

2－�

JRAの水質基準内であっても孔食指数WPI が0以上で蓄熱熱交換器に腐食が発生するおそれがあります。腐食
を防止する為、安全率を考慮し孔食指数WPI を－10以下になるように調整が必要です。

水質調整方法

水質検査方法
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孔食指数WPI を－10以下にするため重曹を投入します。重曹は、pH値が8.6になる位を目安に投入します。
投入する重曹の量は、次式に示す酸消費量によって決まります。

蓄熱ユニット1台あたりの重曹必要投入量

●RBM-CT250T, W（水張り量　840kg）
重曹必要量(g)=90－1.43×酸消費量(mgCaCO3/L)

0
10 20 30 40

酸消費量F(mgCaCO3)
50 60 700

10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160

y＝158－2.50xF

y＝90－1.43xF

y＝46－0.74xF

170

重
曹
必
要
量
(g
)

エコアイス・ミニ 440kg

R410A エコアイス 840kg

R407C エコアイス 1500kg

参考
●RBM-CT500T, W（水張り量　1490kg）
重曹必要量(g)=158－2.50×酸消費量(mgCaCO3/L)

●ROP-CT51（水張り量　440kg）
重曹必要量(g)=46－0.74×酸消費量(mgCaCO3/L)

①重曹の溶解方法
重曹は非常に溶解しにくい性質のため、バケツ等の容器内で約40～50℃の湯に少量づつ投入し、完全に溶解
させてください。なお、この薬品は劇薬ではないので危険ではありませんが、作業時はビニール手袋、保護メ
ガネを使用してください。

②重曹の投入方法
蓄熱ユニットの上面サービスカバーを開け、水槽のフタを取り、水槽上部から溶解させた重曹液を水槽内壁近
傍と端板の間（水槽の底が見える箇所）に円を描きながら投入してください。

③pH確認方法
投入直後はpHが安定しないので約1週間後にpHを確認してください。
pH値が8.6程度になるように重曹を追加投入してください。

RBM-CT250T, W ROP-CT51の場合 RBM-CT500T, Wの場合

伝熱管�
水槽�

棒状のもの�

ねじ(2本)

ねじ(2本)

水槽蓋�

ねじ(2本)
ステー�

1

2

伝熱管�水槽�

棒状のもの�

pH調節方法
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確認と点検（つづき）

蓄熱槽の水替えは、極力行わないでください。そのためシステム使用前には、蓄熱槽、現地給水配管の洗浄を
十分行ってください。また、使用開始時及び使用開始後定期的に（半年に1回程度）水質検査を行い、水質の変
化を継続的に観測し、腐食傾向（緑青）が現れた場合は水の入れ替えを行うか、水処理メーカー等と協議し、
適切な対策を行ってください。
水の入れ替えを行う場合は、蓄熱槽の清掃を合わせて実施してください。なお、薬品を使用する場合は、シス
テム系に影響を与えないように選定の検討が必要です。

出展先：（社）日本冷凍空調工業会「氷蓄熱空調システムQ＆A」

お願い：
水質は時間とともに変化します。半年に1回程度の定期的な水質検査を行ってください。

水質管理
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点検番号の確認

エアコンに不具合が発生した場合に、リモコンの点検スイッチで故障状況を示す点検番号が確認できます。
修理を依頼する前に、次の手順で確認し、エアコンの症状とあわせて販売店にご連絡ください。

確認手順
●手元リモコンの場合
エアコン本体の取扱説明書（別冊）P.31故障診断の項を参照ください。

●蓄熱リモコンの場合
1.蓄熱ユニット用リモコンの点検スイッチを1～2秒押すと、「点検」の表示が出て、下段の試運転時間表示部に点検番号が
表示されます。不具合が発生している場合は、中段の氷温表示部にユニット番号も表示されます。

2.ユニット番号は不具合の発生している蓄熱ユニットの番号を示します。
3.点検番号は、次のように表示します。

■不具合が発生していない場合

■不具合が1つ発生している場合

■不具合が2つ発生している場合
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SN:EH99921501-②

〒416-8521 静岡県富士市蓼原336番地

保証とアフターサービス（必ずお読みください）

品 　 　 名 マルチシステムエアコン
形 　 　 名 装置銘板に記載
お買い上げ日 年　　月　　日
故障の状況 できるだけ具体的に
ご 住 所 付近の目印なども合わせてお知らせください。
お 名 前 電話番号 訪問希望日

故障した商品を正常に修復するた
めの料金です。

修理に使用した部品代金です。

商品のある場所へ技術者を派遣す
る料金です。

修理代は技術料・部品代・出張料から構成さ
れています。

修理を依頼されるときは （出張修理になります）

修理に関しては保証書をご覧ください。保証書の規定にした
がって販売店が修理させていただきます。

修理すればご使用できる場合にはご希望により有料
で修理させていただきます。

技術料

部品代

出張料

この東芝マルチシステムエアコンには、保証書を別途添付
しております。
●保証書は、必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入
をお確かめの上、販売店から受け取っていただき、内容
をよくお読みの後、大切に保管してください。
●この東芝マルチシステムエアコンの保証期間は、お買い
上げいただいた日から１年間です。その他、詳しくは保
証書をご覧ください。

●マルチシステムエアコンの補修用性能部品の保有期間は
製造打切り後９年です。
●補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために
必要な部品です。

ご使用中に異常が生じたときは、お使いになるのをやめ、手元電源スイッチを切ってから、お買い上げの販売店にご連絡くだ
さい。修理は専門の技術が必要です。

保証期間中は 保証期間が過ぎているときは

ご連絡していただきたい内容 修理料金の仕組み

記入されておくと便利です。

お買い上げ店名

電 話 番 号

ご不明な点や修理に関するご相談は

保証書（別添） 補修用性能部品の保有期間

ご転居されたり、ご贈答品などで�
販売店に修理のご相談ができない場合�
東芝家電修理ご相談センター�

0120-1048-41

新製品などの商品選び、�
お取り扱い・お手入れ方法などのご相談�

東芝家電ご相談センター�

0120-1048-86
携帯電話・PHSからのご利用は�
東日本地区（　　　　　　　　　　　）044-543-0220�
西日本地区（　　　　上記以外　　　）06-6440-4411

北海道、東北、関東、山梨県、�
静岡県、新潟県、沖縄県� 携帯電話・PHSからのご利用は　03-3426-1048�

FAX　03-3425-2101（365日：8:00～20:00受付）�

お買いあげの販売店にご相談ください。�修理に関するご相談ならびに、お取り扱い・お手入れに関するご不明な点は　�

※フリーダイヤルは、携帯電話・PHSなど一部の電話ではご利用になれません。�※電話受付：365日・24時間受け付けます。�

24
日�

時
間�

365


